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＜連絡事項＞
・お盆中の医師の勤務スケジュールについて、青い業務分担ファイルにあります。期間中の指示漏れのないよう、ご確認ください。

・今月末でNEAR法検査機器のリースが終了するため、入院時の検査はコロナ抗原キットを使用してください。夜間入院対応時の検査も同様です。

・全職員を対象に、カスタマーハラスメントに関するアンケート実施する事となりました。回答期間及び回答方法は以下の通りです。
〈回答期間〉7/22（月）～8/5（月）
〈回答方法〉添付書類に回答し、委員会宛てにメール添付返信。
[bookmark: _GoBack]
＜入室状況＞
【入院】
・繁名　和恵様～東B1号室
・古里　ゆり様～東C6号室
【退院】
・中川原　翔様～自宅へ退院
【ユニット/部屋移動】
・立花　　圭様～東A13号室→東B2号室
・野口　房子様～東C5号室→東B1号室
・風張久美子様～東A15号室→東C5号室
・松原　哲夫様～東A13号室→東C4号室
・小林　信英様～東C4号室→東合併症室
・若沢　理子様～東A15号室～東A10号室
・下村　彩香様～東A10号室～東A16号室
・和田　　昌様～東B2号室～東C4号室
・小林　信英様～東合併症室～東B2号室
【転出】
・沼畑　吉茂様～東B2号室→南B104号室

＜患者様連絡事項＞
・小林　信英様～今朝水様の嘔吐あり。血圧高値だが、他のバイタルサインの異常や意識レベルの低下は無い。深夜帯排便中等量、腹部膨満軽度、腸蠕動音正常。主治医診察にてＣＴ検査の結果頭部に異常なし。今朝の嘔吐はエクセグランの副作用の可能性があるとして、夕食後のエクセグランは中止の指示。食事摂取が不十分であるため、点滴２本処方となる。
　　　　　　　　介護保険区分変更申請があった為、認定調査の日程調整依頼あり。7/23（火）　15：00～15：30　モニター面会の調整を行った。

・泉山　せつ様～ニチイケアセンターなんぶ　たけいし氏より連絡。退院後のサービス調整について本人と話をしたいとの希望あり、7/22（月）15：30～16：00の対面面会を予約。

・上村　カツヱ様～臨時薬同内容にて７日分継続処方。

・藤井　孝蔵様～排便-6日目、グリセリン浣腸60ml処方となり施行。反応便多量にあり。

・若沢　理子様～他患者からの刺激を受けやすくトラブルが多くなっているため、本人が自ら希望し、個室使用を更に施錠を強く希望したことから個室での療養について、主治医と深澤院長へ確認し許可あり。書面にて本人からの同意を得た。本人希望時に施錠し、本人の希望にていつでも開錠することとする。その旨都度カルテに記載してください。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中は自室にて静穏に過ごしている。自傷・不穏行動は見られない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _Hlk169887910]・袴田　将志様～8時～17時の開放観察実施。洗面台で隠れ飲水行為有り適宜声掛け要している。対面時妄想言動有るが攻撃性、易怒性は無い。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・横田　健様～身体拘束中。ベット上、下肢の動き活発に見られるも危険行動なし。体温37台の発熱あり、クーリングにて対応している。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。ドア叩き、壁叩き無く自室にて臥床し過ごしている。対面時の易怒性攻撃性無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜小栁Dr診察情報＞
・中山　睦雄様～未消化便が続いていることを主治医へ報告し、酸化マグネシウム適宜除剤可の口頭指示あり。

・横田　健様～介護抵抗は無いが、活動性も低下しているため、リリスパダールＯＤ錠中止の指示。持参のロスバスタチン、当院へ切替処方。妻様へ現在の様子を見てもらうよう、直接面会を調整するよう指示あり。

・泉山　せつ様～状態変化なく、処方変更なし。7/29退院予定。

＜深澤Dr診察情報＞
・上野　陽子様～指示、処方変更なし。下肢浮腫については経過観察指示あり。

・藤井　崇史様～指示、処方内容変更なし。

＜入院患者情報①＞
  日　　時：令和6年7月17日 14:52
  氏　　名：繁名　和恵（はんな　かずえ）様
　生年月日：昭和39年1月1日(60歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　2007年4月2日に当院初診。元々、統合失調症にて赤十字病院にて治療していたが、当院付設のグループホーム入所やデイケア通所の目的のため、2007年4月2日に当院に転院となっている。当院への入院歴は2019年の任意入院の1回のみとなっている。その後当院外来通院・服薬治療を継続し、こころすこやか財団のGHの入居を経て、現在青風荘へ入所中である。精神症状としては、幻聴や慢性期状態の思考や感情の平板化がありながらもそれなりに安定して、ホームでの生活も行えていた。デイケアも利用しながら落ち着いて経過していたが、R6.6月頃より身体的症状の不定愁訴が増え、デイケアでも他者への攻撃性がましてきており、他の利用者様から苦情が聞かれるようになっている。青風荘にいる際は他者への攻撃性は鎮静化するが、デイケア利用者は青風荘と同じ利用者であるため介入が必要な状態となっている。R6.7.10外来受診時薬剤調整し経過観察とするが、現在の精神状態では共同生活維持が困難であると施設スタッフより情報提供あることから、症状改善みられない事から施設スタッフ、本人より入院希望があった為東病棟Ｂユニットへ独歩にて任意入院となる。

＜入院患者情報②＞
  日　　時：令和6年7月17日　　15：21
　氏　　名：古里　ゆり（ふるさと　ゆり）様
　生年月日：昭和7年7月24日(91歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr
　サポート医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　H30年頃に、八戸市立市民病院神経内科にて不安神経症、抑うつ状態の診断があった。以後、坂本内科にて治療を引き継いでいる。R3.12.20自宅にて、ポータブルトイレに座ったまま意識消失し、救急搬送され八戸市立市民病院へ入院。自宅へ退院したが、膀胱炎等を頻回に起こし身体管理が必要な事や排泄の介助など介護度が増したことから家族対応困難となった。ショートステイを利用しながら介護保険申請し、R4.4.5GHほおずきに入所している。R5年より不眠、不安感、依存、入浴拒否、被害念慮、物盗られ妄想などの症状が強まり当院へ相談ありR5.3.13初診。薬物療法行い、精神症状は改善しており、定期的に通院していた。R5.5月頃サ高住サポージュ是川へ入所している。R6.6月より夜間不眠や大声、表情の乏しさ見られるようになり受診相談あり。薬剤調整するも改善なく、小刻み歩行での徘徊や失禁も見られるようになり施設対応困難となったため入院相談あり、薬物調整による症状改善目的にて、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
